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１． はじめに 
平成 20 年に「農商工等連携促進法」が施行され，

農林水産省と経済産業省が協力して新商品開発や販

路の拡大等について支援することになった．これに

より，新たな市場の創出，農林水産業・商工業の経

営向上，地域の雇用・就業機会の拡大が期待されて

いる． 

同様に三重県も，農商工連携による県内の農林水

産物等，地域資源の活用に関する各種取り組みを支

援している．また，平成 22 年度地域産学官共同研

究拠点整備事業（独立行政法人科学技術振興機構）

により，「みえ“食発・地域イノベーション”創造

拠点」が発足した．本拠点は，三重大学の「食品素

材探索ラボ」および工業研究所の「食品加工トライ

ラボ」に整備された多くの食品分析・加工機器を利

用して，食品・薬事産業界の地域資源利活用に関す

る研究開発を支援するものである． 

標記事業においては，本拠点の取り組みを加速す

べく，県内の特定地域における研究会の開催，共同

研究の実施等により，企業の地域資源を活かした新

商品づくりを支援する．前年度（平成 22 年度）に

は，前身事業「地域資源を活用した製品開発促進事

業」において，県内 3 地域（熊野，尾鷲，志摩）に

おいて研究会を開催し，食品開発のための技術課題

を抽出した 1)．本年度は，引き続き 3 地域で研究会

活動を行うとともに，食品加工トライラボの施設を

用いた企業との共同研究等を実施したので，その概

要を報告する． 

＊ 食と医薬品研究課 

２． 研究会の開催 
表 1 に，平成 23 年度に実施した研究会の概要を

示す．3 地域において開催した合計 6 回の「幹事会」

は，行政，地域機関および団体による非公開の会議

である．幹事会においては，地域資源の流通加工に

関わる情報交換，技術課題の検討，公開行事の企画

等を行った．その他の 5 行事は，参加者を広く募っ

て行う公開型のものであり，すべて「みえ食発イノ

ベーション推進会議」（三重大学，三重県を中核と

して県内各業界団体が参画し，「みえ“食発・地域

イノベーション”創造拠点」の運営を行うもの）と

の共催により開催した．これら公開行事については，

地域資源の利用に関わる公設試や企業の取り組み，

技術情報，補助金情報等の提供を行った．また，各

地域における公開行事においては企業向けの相談会

を開き，技術課題の抽出および解決に向けた検討を

行うとともに，食品加工トライラボの機器を用いて

作製した食品の試食会により，機器の利用例を示し

た． 

３． 共同研究の実施 
平成 23 年度は，6 企業と食品の加工に関する共同

研究契約を締結し，技術課題の解決に取り組んだ．

一部の課題は，前述の研究会における相談会におい

て対応した課題に基づくものであった．全ての課題

に関して，食品加工トライラボの機器を使用した． 



表 1-1 研究会の開催結果 

地
域 会合名 

開催日 

開催場所 
主な内容 

参加者数 

機関数* 

第 1 回幹事
会 

H23.6.14 

志摩市商工
会館 

・未利用水産物の利活用に向けた取り組みについて 

・「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点」の紹介 

11 人 

7 機関 

第 2 回幹事
会 

H23.8.25 

志摩市商工
会館 

・未利用海藻「アカモク」の利用の可能性検討 

・「地域産品を活かした商品を考える会」の企画 

11 人 

7 機関 

志
摩 

第 2 回地域
産品を活か
した商品を
考える会 in
志摩 

H23.10.18 

志摩市商工
会館 

（１）話題提供 

「未利用水産資源の有効活用への取り組み～アカモクの利
用の展望」三重県水産研究所 竹内泰介 

「急速冷凍法が鮮魚の品質に及ぼす影響」三重県工業研究所 
佐合 徹 

「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点の機器利用法」 
三重県工業研究所 藤原孝之 

「農商工連携，地域資源活用などの効果的な使い方」（財）
三重県産業支援センター 高垣和郎 氏 

（２）個別相談会（相談件数 5） 

（３）食品加工トライラボの機器を用いた食品試作品の試食
会 

52 人(14) 

26 機関
(13) 

第 1 回幹事
会 

H23.6.6 

尾鷲市庁舎 

・「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点」の紹介 

・工業研究所，水産研究所の地域資源付加価値化事業の紹介 

12 人 

8 機関 

第 2 回幹事
会 

H23.9.15 

尾鷲市庁舎 
・「地域産品を活かした商品を考える会」の企画 

12 人 

8 機関 

尾
鷲 

第 3 回地域
産品を活か
した商品を
考える会 in
尾鷲 

H23.11.22 

尾鷲市立中
央公民館 

（１）話題提供 

「海洋深層水を利用したサツキマス陸上養殖の試み」三重県
水産研究所 尾鷲水産研究室 土橋靖史 

「急速冷凍法が鮮魚の品質に及ぼす影響」三重県工業研究所 
佐合 徹 

「農商工連携，地域資源活用などの効果的な使い方」 (財)
三重県産業支援センター 高垣和郎 氏 

「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点の機器利用法
と食品加工例」三重県工業研究所 石川智子 

（２）個別相談会（相談件数 3） 

（３）食品加工トライラボの機器を用いた食品試作品の試食
会 

43 人(12) 

20 機関(9) 

* 括弧内は総数のうち企業人数，企業数（行政・地域機関・団体等を除く） 



表 1-2 研究会の開催結果 

地
域 会合名 

開催日 

開催場所 
主な内容 

参加者数 

機関数* 

第 1 回幹事
会 

H23.6.24 

熊野市庁舎 

・カンキツの果実酒・飼料への利用について 

・特産果樹（シマサルナシ等）の利活用について 

・「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点」の紹介 

14 人 

9 機関 

第 2 回幹事
会 

H23.12.12 

熊野市庁舎 

・「地域産品を活かした商品を考える会」の企画 

・カンキツを利用した果実酒の開発について 

13 人 

8 機関 

熊
野 

第 3 回地域
産品を活か
した商品を
考える会 in
熊野 

H24.2.10 

三重県熊野
庁舎 

（１）話題提供 

「亜熱帯果樹アテモヤの冷凍カットフルーツ開発の取り組
み」三重県農業研究所 紀南果樹研究室 須崎徳高 

「急速冷凍法が鮮魚の品質に及ぼす影響」三重県工業研究所 
佐合徹 

「三重県が取り組んでいる養殖水産物の紹介」三重県水産研
究所 尾鷲水産研究室 土橋靖史 

「農商工連携，地域資源活用などの効果的な使い方」 (財)
三重県産業支援センター 高垣和郎 氏 

「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点の機器利用法
と食品加工例」三重県工業研究所 石川智子 

（２）個別相談会（相談件数 3） 

（３）食品加工トライラボの機器を用いた食品試作品の試食
会 

41 人(17) 

22 機関
(14) 

－ 

み え “ 食
発・地域イ
ノベーショ
ン”創造拠
点 開所記
念講演会 

H23.5.20 

三重県工業
研究所 

（１）講演 

『企業と公設試との共同開発～鮭醤油「魚々紫（ととむらさ
き）」』（株）マルデン 傳法(でんぽう)貴司(たかし) 氏 

「地産地消の取り組みについて」井村屋（株） 櫻井秀樹 氏 

「食品加工トライラボにおける機器の利用法について」三重
県工業研究所 藤原孝之 

（２）食品加工トライラボの施設見学会 

83 人(24) 

47 機関
(16) 

－ 
第 1 回みえ
の食品開発
を考える会 

H24.3.2 

三重県工業
研究所 

講演 

「農商工連携のビジネスモデルと地域振興」八尋産業株式会
社 大矢正昭 氏 

「地域資源を活用した食品開発支援とみえ食発・地域イノベ
ーション創造拠点の利用」三重県工業研究所 藤原孝之 

55 人(27) 

36 機関
(23) 

* 括弧内は総数のうち企業人数，企業数（行政・地域機関・団体等を除く） 

 



４． その他の活動 
農水産物の食品加工素材化方法および素材を利用

した燻製，アイスクリーム等の加工法，並びに急速

冷凍法に関わる基礎研究を行い，成果の一部を研究

会において発表した． 

また，県内企業向けの「食品加工技術セミナー」

を 2 回開催し，それぞれ食品加工トライラボの急速

冷凍機および真空凍結乾燥機の利用に関する講演や

実習を行い，技術普及および機器の利用促進を図っ

た． 

 

５． まとめ 
前年度の前身事業に引き続き，3 地域において 2

年間研究会を開催して，地域資源を利用した食品開

発等に関する技術課題の抽出や工業研究所が技術支

援を行う仕組み作りを行ってきた．まだ活動期間が 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

短いこともあり，現在のところ，これらの活動が企

業による商品化に至った例は少ない．今後は，県内

の他地域における同様の活動を企画するとともに，

「みえ“食発・地域イノベーション”創造拠点」の

設備の利用をさらに進める等，地域資源の利活用，

企業の新商品開発や課題解決を加速する取り組みを

行う． 
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